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委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
専

決
処
分
の
承
認
１
件
、
意
見

書
２
件
に
つ
い
て
審
査
し
、

全
員
賛
成
に
て
原
案
可
決
し

た
。

本
庁
舎
耐
震
工
事
へ

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
庁

舎
管
理
に
要
す
る
経
費
は
、

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
改
修
工

　

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
審

査
し
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

可
決
し
た
。

復
旧
し
た

矢
部
川
堤
防
を
視
察

　

審
査
終
了
後
、
平
成
24
年

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

っ
て
堤
防
が
決
壊
し
、
こ
の

ほ
ど
復
旧
工
事
が
完
了
し
た

柳
川
市
大
和
町
六
合
地
区
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
豪
雨
で
は
、
矢
部
川

お
よ
び
沖
端
川
沿
い
で
約
１

８
０
０
戸
の
家
屋
が
浸
水
す

る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発

生
。
こ
の
５
年
間
で
緊
急
的

に
対
策
を
実
施
す
る
河
川
激

甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

（
激
特
事
業
）
が
完
了
し
た

も
の
。

　

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

６
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
、
財
産
の
取
得
２
件
、

規
約
の
変
更
２
件
を
審
査
し
、

全
員
賛
成
お
よ
び
賛
成
多
数

に
て
原
案
可
決
し
た
。

国
保
税
の
負
担
比
率
は

慎
重
に
検
討
を

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改

正
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
課

税
限
度
額
、
軽
減
措
置
に
係

る
判
定
所
得
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
係
る
情
報
連
携
に
つ
い
て

改
正
を
行
う
も
の
。

問　

市
の
応
益
分
（
均
等
割
・

平
等
割
） 

と
応
能
分
（
所
得

割
） 

の
負
担
比
率
は
「
１
対

１
・
１
」。
国
が
示
し
た
「
１

対
０
・
78
」
に
近
づ
け
る
べ

き
で
は
。

事
を
行
う
も
の
。
ま
た
、
水

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
は
、

集
会
所
の
耐
震
診
断
評
価
取

得
業
務
に
係
る
委
託
料
を
計

上
す
る
も
の
。

問　

本
庁
舎
は
、
い
つ
ま
で

使
用
す
る
計
画
か
。

答　

今
回
の
耐
震
改
修
工
事

に
よ
り
10
年
間
は
使
用
す
る

と
考
え
て
い
る
。
給
水
、
電

気
設
備
の
老
朽
化
も
進
ん
で

お
り
、
補
修
箇
所
を
把
握
し
、

今
後
修
繕
で
対
応
し
て
い
く
。

問　

水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
集
会
所
は
、
小
学
校

再
編
に
よ
り
使
用
し
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
こ
を
耐
震
診
断
す
る
こ
と

答　

国
が
県
の
所
得
係
数
と

し
て
い
る
応
能
分
が
０
・
78
。

県
は
こ
の
標
準
保
険
料
率
で

算
定
し
て
い
る
。
市
町
村
の

標
準
保
険
料
率
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
医
療
費
格
差
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
市
民
の
負
担
軽
減
も
あ
る

の
で
０
・
78
に
近
づ
け
て
い

く
よ
う
慎
重
に
考
え
た
い
。

待
機
児
童
解
消
へ
前
進

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
民

生
費
、
児
童
福
祉
施
設
等
助

成
金
４
億
３
２
０
１
万
円
は
、

国
の
交
付
決
定
に
伴
い
、
認

定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
関

係
予
算
を
計
上
す
る
も
の
。

問　

椋
の
実
保
育
園
は
今
年

４
月
に
、
松
原
保
育
園
は
９

月
か
ら
増
員
予
定
。
今
回
の

和
泉
幼
稚
園
の
開
所
（
来
年

４
月
） 

で
、
待
機
児
童
解
消

に
区
切
り
が
つ
く
の
か
。

答　

３
園
の
開
所
・
増
築
に

よ
り
、
待
機
児
童
解
消
に
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。

問　

市
の
事
業
費
負
担
は
。

答　

保
育
（
負
担
１
／
12
）

と
教
育
（
負
担
１
／
４
） 

部

分
を
合
わ
せ
て
約
８
７
０
０

万
円
と
な
る
。

激
特
事
業
の
効
果
が
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
現

地
を
後
に
し
た
。

い
る
。

　

今
後
も
激
し
い
集
中
豪
雨

が
矢
部
川
流
域
を
襲
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
際
に

　

矢
部
川
の
対
策
（
激
特
事

業
費
約
１
１
０
億
円
） 

で
は
、

堤
防
の
嵩か
さ

上
げ
、
拡
幅
お
よ

び
質
的
強
化
を
集
中
的
に
実

施
。
筑
後
市
で
も
矢
部
川
災

害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
北

長
田
お
よ
び
溝
口
地
区
の
堤

防
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　
矢
部
川
水
系

 

初
と
な
る
河
川
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

　

洪
水
時
等
の
緊
急
対
応
を

迅
速
に
行
う
た
め
の
拠
点
と

な
る
六
合
地
区
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
矢
部
川
水
系

で
初
） 

を
現
在
整
備
中
。

　

具
体
的
な
整
備
内
容
と
し

て
は
、
国
土
交
通
省
が
水
防

活
動
に
必
要
な
土
砂
や
緊
急

復
旧
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
の
資
材
の
備
蓄

と
搬
出
入
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
離
着
陸
な
ど
に
必
要
な
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
行
い
、
柳

川
市
が
水
防
倉
庫
や
水
防
団

の
待
機
場
所
な
ど
を
整
備
。

平
常
時
に
は
地
域
の
防
災
訓

練
や
防
災
学
習
の
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

総務文教委員会厚生委員会

建設経済委員会

常任委 員会報告
もっと知

りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

矢部川六合地区河川防災ステーション資料（国土交通省）

耐震工事を待つ市役所本庁舎

今年度整備される認定こども園建設用地
（和泉幼稚園）

市役所本庁 舎耐震工事実施

と
の
整
合
性
は
。

答　

防
災
拠
点
建
築
物
で
あ

る
た
め
、
法
律
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
実

施
す
る
も
の
。
小
学
校
再
編

計
画
と
は
区
別
し
て
い
る
。

な
お
、
県
へ
防
災
拠
点
施
設

の
変
更
を
打
診
し
た
が
、
計

画
変
更
は
で
き
な
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

小
学
校
給
食
を

民
間
委
託
へ

　

債
務
負
担
行
為
補
正
の
内
、

学
校
給
食
事
業
（
小
学
校
）

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
羽
犬

塚
小
学
校
の
学
校
給
食
調
理

等
業
務
を
民
間
委
託
す
る
も

の
。

問　

給
食
に
対
す
る
評
価
は
。

答　

校
長
や
栄
養
教
諭
、
教

育
委
員
会
、
企
画
調
整
課
等

に
よ
る
評
価
委
員
会
に
て
毎

年
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

問　

今
後
小
学
校
給
食
の
民

間
委
託
を
進
め
る
の
か
。

答　

全
校
委
託
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
が
、
職
員
の
退
職

や
小
学
校
再
編
も
踏
ま
え
検

討
す
る
。


